
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【「沈黙」というコミュニケーション】 

 

こんにちは。コミュニケーション・プロデューサーの花岡美和です。 

最近の若い女性に好きな男性のタイプを聞くと、「カッコイイ人」でも「やさしい人」でもなく「面白い人」

がダントツで、若手のお笑い芸人はジャニーズ並みの人気者です。確かに彼らのトークは見事です。絶妙なタ

イミングで気の利いたコメントを返し、どうでもいい話題を拾ってはツッコミを入れ、さらに面白く広げてい

く力量はたいしたものだと感心します。本業の漫才やコントが上手でも、フリートークが下手な芸人は冠番組

を持てないと聞きました。コメントがつまらないと番組にも呼んでもらえなくなるそうです。トークを制する

者だけが生き残るというのは大げさでも、今はとにかく「トークの力」がものをいうのは間違いなさそうです。 

実際、テンポの良いやりとりは小気味よく、話が弾めば楽しいもの。しかも相手が自分の話を面白おかしく広

げてくれたら、自分まで面白い人になったようが気がして気分もいいでしょう。打てば響くような会話のラリ

ーに憧れる人は少なくありません。しかし、お互いをわかり合ったり本音を引き出したりするには、「沈黙」

というコミュニケーションが効果的な場合もあります。 

 

交渉事では、その場の主導権を握った側に有利な展開が望めます。相手に圧倒的な好条件を提示できれば主導

権を握るのは簡単ですが、ほとんどの場合、お互いのやりとりの中で相手の腹を探り、押したり引いたりしな

がらの駆け引きで話を進めていくものです。では、交渉の最中に相手の反応が鈍いとき、または自分が言葉に

詰まってしまったとき、あなたはどんな反応をしているでしょう。大半の人は、焦るあまりにある間違いを犯

しているようです。本来なら相手に口を開いてもらうべき場面で、自らが言葉を重ねてしまうという失敗です。

自分に主導権があるならまだしも、焦りから出る言葉は上滑りしがちで、 

言い訳じみて聞こえることもあります。しゃべればしゃべるほどドツボに 

はまって交渉決裂、そんな経験はありませんか。 

片や交渉の手練れは、そんなときこそあえて口を閉じたりします。穏やか 

な表情で沈黙して落ち着いた態度を示すと、相手が「おや？」と思うこと 

を心得ているのでしょう。不思議なことに、説得したい立場の人が沈黙す 

ると説得される側は妙に居心地が悪くなり、そのうち沈黙に耐えきれなく 

なって口を開きます。それがわかっているので交渉に長けた人は沈黙を恐 

れません。むしろ沈黙を利用して自分に有利な状況を作り出します。 

 

「沈黙は金、雄弁は銀」。これはイギリスの思想家、トーマス・カーライルの有名な言葉です。一般的には、

「雄弁であることは大切だが、沈黙の効果を心得ていることはさらに大切だ」という意味で知られています。

ところが、実は逆の意味だという人もいます。古代ギリシャ、アテネの雄弁家デモステネスの言葉だとする説

によれば、当時のギリシャは金よりも銀のほうに価値があったので、「沈黙が有効な場合もあるが、言葉によ

る説得力には及ばない」と理解するのが正しいのだとか。いずれにしても「沈黙」と「雄弁」は使いようなの

でしょう。場面に応じて使い分けができれば理想的ですが、相手の口を開かせようと思ったらポイントになる

のは「沈黙」の使い方と言えそうです。 

交渉の達人の中には、特に大事な話の前にあえて沈黙する人がいます。沈黙とは単に黙ることではなく、要す

るに「間」です。黙るというより「間」を演出するわけです。自分で演出した沈黙なら焦ることはありません。

沈黙によって相手の注意を引きつけ、それから大事な話を切り出すことで自分の話に耳を傾けてもらう。こう

なったら「沈黙は金、雄弁も金」です。 


